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成
22
年
度
田
子
町
表
彰
条
例

平
成
22
年
度
田
子
町
表
彰
条
例

被
表
彰
者	

（
順
不
同
）

◎
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献

︻
第
２
条
第
１
項
第
５
号
該
当
︼

▽
砂
子
田
康
雄
さ
ん
（
63
歳
、
山
口
）

　

議
会
議
員
11
年
、
農
業
委
員
11
年
、

議
会
副
議
長
（
前
列
右
か
ら
２
人
目
）

◎
社
会
の
福
祉
、
民
生
の
安
定
に
貢
献

︻
第
２
条
第
１
項
第
８
号
該
当
︼

▽
菊
地
ヨ
シ
エ
さ
ん
（
67
歳
、
道
前
）

保
健
推
進
員
24
年
（
前
列
右
か
ら
３

人
目
）

▽
宇
藤
安
貴
子
さ
ん
（
61
歳
、
宮
野
）

民
生
委
員
児
童
委
員
21
年
（
前
列
右

か
ら
４
人
目
）

▽
大
村
建
司
さ
ん
（
74
歳
、
関
下
）

民
生
委
員
児
童
委
員
21
年
（
前
列
右

か
ら
５
人
目
）

◎
消
防
に
貢
献

︻
第
２
条
第
１
項
第
11
号
該
当
︼

▽
七
日
市
登
さ
ん
（
56
歳
、
七
日
市
）

消
防
団
員
30
年
１
月
、
団
付
分
団
長

（
前
列
右
か
ら
６
人
目
）

▽
尾
形
陸
雄
さ
ん
（
50
歳
、
清
水
頭
）

消
防
団
員
30
年
１
月
、
団
付
分
団
長

（
後
列
右
か
ら
２
人
目
）

▽
佐
藤
敬
一
さ
ん
（
50
歳
、
飯
豊
）

消
防
団
員
30
年
１
月
、
分
団
長
（
後

列
右
か
ら
３
人
目
）

▽
田
川
和
彦
さ
ん
（
50
歳
、
上
相
米
）

消
防
団
員
30
年
１
月
、副
分
団
長
（
後

列
右
か
ら
４
人
目
）

▽
滝
上
隆
弘
さ
ん
（
50
歳
、
扱
ノ
実
）

消
防
団
員
30
年
１
月
、副
分
団
長
（
後

列
右
か
ら
５
人
目
）

◎
交
通
安
全
に
貢
献

︻
第
２
条
第
１
項
第
12
号
該
当
︼

▽
老
久
保
弘
文
さ
ん
（
72
歳
、
南
側
）

三
戸
地
区
交
通
指
導
隊
田
子
支
隊
員

41
年
3
月
（
後
列
右
か
ら
６
人
目
）

　

11
月
10
日
、
役
場
で
平
成
22
年
度
田

子
町
表
彰
条
例
に
よ
る
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
表
彰
式
で
松
橋
良
則
町
長

は
「
皆
様
は
、
町
政
発
展
に
寄
与
さ
れ
、

ま
さ
に
町
民
の
鑑か

が
み

と
も
い
う
べ
き
方
々

で
す
。
今
後
も
一
層
の
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
受
章
者

一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈

り
ま
し
た
。
受
章
者
を
代
表
し
て
砂
子

田
康
雄
さ
ん
が
「
本
日
の
表
彰
は
、
ひ

と
え
に
関
係
者
各
位
の
温
か
い
ご
指
導
、

ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
、

本
日
の
受
賞
の
感
激
と
喜
び
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
町
発
展
と
住
民
福
祉
の
向

上
の
た
め
、
今
後
も
よ
り
一
層
精
励
し

ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

はじめてのハッピーバースデイ
平成21年11月に生まれた満１歳のお友だちです。

●吉田心
ここな

絆ちゃん
Ｈ21.11.14
（雀ヶ平・女の子）

いつもかわいいニコニ
コ笑顔がトレードマー
クのココちゃん。これ
からもその笑顔でみん
なを癒してね。

●立花悠
ゆうと

仁ちゃん
Ｈ21.11.17
（下本町・男の子）

お誕生日おめでとう。
強くて優しい男の子に
育ってね。

式辞を述べる松橋町長

表彰される砂子田さん
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問のマークは「お問い合わせ先」の意味です

偉
業
４
連
覇

全
国
中
女
子
相
撲
で
鳥
井

本
聖
奈
さ
ん	
（
写
真
１
）

　

10
月
３
日
、
大
阪
府
で
行
わ

れ
た
第
13
回
全
日
本
小
学
生
女

子
相
撲
大
会
・
第
７
回
全
日
本

中
学
生
女
子
相
撲
大
会
に
、
田

子
町
か
ら
５
人
の
選
手
が
出
場

し
大
活
躍
し
ま
し
た
。中
で
も
、

田
子
中
学
校
１
年
の
鳥
井
本
聖

奈
さ
ん
（
中
学
生
無
差
別
級
）

が
、
小
学
生
時
か
ら
大
会
通
算

で
４
連
覇
の
偉
業
を
達
成
。
ま

た
、
中
学
生
重
量
級
の
鳥
井
本

茉
奈
美
さ
ん
（
田
子
中
３
）、
小

学
６
年
の
部
60
キ
ロ
以
上
の
部

の
小
野
寺
智
美
さ
ん
（
田
子
小

６
）、
同
５
年
の
部
50
キ
ロ
以

上
級
の
上
平
有
紗
さ
ん
（
上
郷

小
５
）
が
そ
れ
ぞ
れ
準
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。
12
日
に
松
橋
町

長
に
全
国
の
舞
台
で
の
成
績
を

報
告
し
ま
し
た
。

全
国
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク

ー
ル
で
多
く
の
入
賞
者

	

（
写
真
２
）

　

田
子
小
学
校
の
児
童
６
人

が
、
第
58
回
統
計
グ
ラ
フ
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
（
統
計
情
報
研
究

開
発
セ
ン
タ
ー
主
催
）
で
佳
作

を
受
賞
し
ま
し
た
。
全
国
入
賞

者
は
、
坂
本
康
太
君
、
瀬
川
将

輝
君
、
白
板
歩
君
、
山
道
一
矛

君
、
古
田
海
翔
君
、
小
舘
寧
弥

さ
ん
。
ま
た
今
回
、
古
田
君
の

作
品
が
、
総
務
省
統
計
局
の

「
家
計
調
査
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に

採
用
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。
な
お
、
県
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
、
山
道
君
が
知
事
賞
に

輝
く
な
ど
、
計
15
人
が
入
賞
し

て
い
ま
す
。

田
子
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
が

最
優
秀
賞	

（
写
真
３
）

　

10
月
６
日
、
青
森
県
高
校
家

庭
ク
ラ
ブ
連
盟
研
究
発
表
大
会

家
庭
ク
ラ
ブ
の
部
で
、
田
子
高

校
家
庭
ク
ラ
ブ
が
最
優
秀
賞
に

輝
き
、
12
月
10
日
に
秋
田
県
で

行
わ
れ
る
東
北
大
会
へ
出
場
し

ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
昨
年
６
月
か

ら
、
町
お
こ
し
を
目
的
に
、
特

産
の
に
ん
に
く
と
田
子
牛
を
使

っ
た
コ
ロ
ッ
ケ
「
に
ん
べ
コ
ロ

ッ
ケ
」
を
試
行
錯
誤
を
重
ね
て

開
発
し
た
も
の
で
す
。
31
日
に

は
「
創
遊
村
あ
り
が
と
う
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
試
食
会
を
行

い
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
な

ど
、
商
品
化
を
目
指
す
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

「
青
銀
大
福
会
」
が
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
の
益
金
を
寄
付

　

10
月
25
日
、「
青
銀
大
福
会
」

が
、
今
年
の
夏
に
行
っ
た
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
の

益
金
を
田
子
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
ま
し
た
。
せ
せ
ら

ト
ピ
ッ
ク
ス

左から鳥井本聖奈さん、茉奈美さん、遥奈さん、
小野寺智美さん、上平有紗さん

青森県統計グラフコンクールで15人が入賞して喜ぶ田子小児童たち

●１

●２

創遊村で試食会を行う田子高校家庭クラブの生徒たち

菊地隆志支店長（左）と松橋寛二郎会長

●３
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ぎ
の
郷
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
に

は
、
松
橋
寛
二
郎
会
長
と
青
森

銀
行
田
子
支
店
の
菊
地
隆
志
支

店
長
が
訪
れ
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
北
村
護
会
長
に
目
録
を
渡

し
ま
し
た
。
北
村
会
長
は
「
高

齢
者
の
福
祉
の
た
め
に
有
効
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受

賞　

原
菊
次
郎
さ
ん

　

10
月
20
日
、
国
民
健
康
保
険

関
係
功
績
者
と
し
て
原
菊
次
郎

さ
ん
（
80
歳
、
石
亀
）
が
厚
生

労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。
原
さ
ん
は
、
昭
和
60
年
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
長
期

間
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
委
員
と
し
て
、
町
の
国
保
事

業
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項

の
審
議
に
参
画
し
、
積
極
的
、

建
設
的
意
見
と
行
動
に
よ
り
貢

献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

人
権
擁
護
委
員
、
民
生
委
員
と

し
て
の
経
歴
も
あ
り
、
社
会
奉

仕
の
精
神
を
持
っ
て
常
に
住
民

の
立
場
に
な
り
相
談
に
応
じ
た

り
、
必
要
な
援
助
を
行
う
な
ど

今
日
の
民
生
安
定
、
国
保
事
業

に
大
い
に
反
映
し
て
い
る
こ
と

か
ら
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

６
人
連
携　

物
置
消
火

勇
気
と
行
動
に
感
謝
状

	
（
写
真
４
）

　

10
月
28
日
、
三
戸
消
防
署
田

子
分
署
で
感
謝
状
贈
呈
式
が
行

わ
れ
、
三
戸
消
防
署
の
横
沢
悦

雄
署
長
か
ら
、
物
置
小
屋
の
火

災
を
早
期
発
見
、
消
火
し
た
６

人
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
火
災
は
９
月
12
日
午
後
２

時
25
分
ご
ろ
清
水
頭
地
区
の
物

置
小
屋
で
発
生
。
６
人
は
早
期

に
発
見
し
通
報
、
消
火
器
や
バ

ケ
ツ
リ
レ
ー
で
消
火
し
た
も
の

で
す
。
感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
の

は
、
千
葉
り
よ
さ
ん
、
千
葉
健

一
郎
さ
ん
、千
葉
ケ
イ
子
さ
ん
、

尾
形
末
男
さ
ん
、
尾
形
慶
子
さ

ん
、
坂
本
三
佳
子
さ
ん
。
横
沢

署
長
は
、
６
人
の
勇
気
と
行
動

を
た
た
え
ま
し
た
。

田
子
高
校
郷
土
芸
能
部　

県
で
Ｖ
３	

（
写
真
５
）

　

第
31
回
青
森
県
高
校
総
合
文

化
祭
が
、
10
月
29
日
か
ら
31
日

ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
31

日
に
青
森
市
の
青
森
明
の
星
高

校
・
明
の
星
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
郷
土
芸
能
部
門
で
、「
田
子

の
杜
の
芸
能
」
を
演
じ
た
田
子

高
校
郷
土
芸
能
部
が
、
３
年
連

続
と
な
る
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

２
０
０
９
、
10
年
度
に
２
年

連
続
で
全
国
高
総
文
に
出
場
し

た
田
子
高
校
は
、
県
高
校
文
化

連
盟
郷
土
芸
能
部
門
の
規
定

で
、
２
０
１
１
年
度
の
全
国
高

総
文
に
は
出
場
で
き
な
い
た

め
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
名
久

井
農
業
高
校
が
出
場
し
ま
す
。

恒
例
、
田
子
高
校
流
し
踊

り
艶
や
か
に	

（
写
真
６
）

　

町
中
心
街
を
練
り
歩
く
、
田

子
高
等
学
校
の
流
し
踊
り
は
、

30
年
以
上
続
く
恒
例
行
事
で
す
。女子は艶やかに、男子は揃いの衣装で息の合った踊りを披露

大会テーマ「花ひらく 津軽の里に 文化の実り」最優秀賞の芸能

出席した４人の方々と感謝状を手に記念撮影

表
彰
状
を
手
に
自
宅
前
で

●６

●５

●４
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同
校
文
化
祭
前
日
の
10
月
９
日
、

郷
土
芸
能
部
の
メ
ン
バ
ー
を
先

頭
に
、
全
校
生
徒
１
７
０
人
が

ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
と
サ
イ
ノ
節
を

舞
い
、
沿
道
に
詰
め
か
け
た
大

勢
の
町
民
ら
を
魅
了
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議
が

提
言	

（
写
真
７
）

　

10
月
15
日
、
田
子
町
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議
を
代
表

し
て
同
会
議
副
会
長
の
一
ノ
渡

尚
武
さ
ん
が
役
場
を
訪
れ
、
町

の
依
頼
を
受
け
て
ま
と
め
た
、

平
成
23
年
度
か
ら
の
町
の
後
期

５
カ
年
実
施
計
画
案
に
係
る
主

要
事
業
に
つ
い
て
の
意
見
書
を

松
橋
町
長
に
伝
達
し
ま
し
た
。

意
見
書
は
主
に
「
若
者
定
住
促

進
住
宅
整
備
事
業
」
や
「
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
」
等

は
活
動
の
充
実
を
図
る
べ
き
と

し
、
一
方
、
子
育
て
に
関
す
る

負
担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
な
仕

組
み
や
補
助
制
度
の
充
実
な

ど
、
見
直
し
や
統
廃
合
等
の
検

討
を
行
っ
た
上
で
の
事
業
展
開

を
求
め
ま
し
た
。松
橋
町
長
は
、

「
討
議
に
携
わ
っ
た
皆
様
の
ご

苦
労
は
伺
っ
て
い
ま
す
。
提
言

を
町
政
に
活
か
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

目
指
せ
リ
サ
イ
ク
ル
向
上
!!

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
設
置

	

（
写
真
８
）

　

町
で
は
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
と

リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
を
目
指

し
、「
資
源
ゴ
ミ
集
団
回
収
モ

デ
ル
」
に
団
体
を
指
定
し
、
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
設
置
に
補
助

す
る
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

10
月
28
日
に
は
、
八
戸
農
協
田

子
支
店
構
内
に
、
同
女
性
部
田

子
支
部
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
が

完
成
し
（
遠
瀬
自
治
会
に
続
い

て
２
棟
目
）、
関
係
者
が
セ
レ

モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
宇
藤

安
貴
子
部
長
は
「
待
望
の
ス
ト

ッ
ク
ヤ
ー
ド
が
完
成
し
ま
し

た
。
有
効
に
利
用
し
、
町
の
ゴ

ミ
減
量
化
に
取
り
組
み
た
い
」

と
今
後
の
活
動
の
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。
町
で
は
、
23
年
度
も

希
望
団
体
を
募
っ
て
集
団
回
収

を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ゴ

ミ
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
率

の
向
上
を
進
め
、
ゴ
ミ
処
理
に

対
す
る
町
の
負
担
軽
減
と
ゴ
ミ

の
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

新
幹
線
開
業
前
に
観
光
地

の
清
掃
活
動	

（
写
真
９
）

　

12
月
４
日
の
新
幹
線
全
線
開

業
に
伴
い
、
環
境
の
面
か
ら
多

く
の
観
光
客
の
受
け
入
れ
体
制

を
整
備
し
、「
ポ
イ
捨
て
の
な

い
き
れ
い
な
青
森
県
」
の
Ｐ
Ｒ

や
イ
メ
ー
ジ
向
上
を
図
る
た

め
、
11
月
中
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間
と
し
て
全
県
の
観
光
地
等

で
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
田
子
町
で
は
「
創
遊
村
」

と
「
み
ろ
く
の
滝
」
を
中
心
に
、

夏
坂
自
治
会
と
大
黒
森
タ
プ
コ

プ
が
っ
こ
う
の
職
員
の
方
々
が

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
観
光
地
や
市
街
地
等

の
巡
回
、
監
視
の
啓
発
活
動
の

た
め
の
「
ポ
イ
捨
て
ゼ
ロ
推
進

サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
、
千
葉

博
実
さ
ん
（
清
水
頭
：
田
子
方

面
担
当
）
と
中
村
富
幸
さ
ん

松橋町長に提言の説明をする一ノ渡尚武さん

完成したストックヤードの前で記念撮影

みろくの滝周辺の道路を清掃する夏坂自治会の方々

創遊村への道路を清掃する大黒森タプコプがっこうの皆さん

●７

●８

●９



　
5 トピックス

心
」
な
ど
、
３
つ
の
防
火
の
誓

い
を
発
表
し
、
放
水
体
験
や
煙

体
験
、
消
防
車
両
の
見
学
な
ど

（
原
：
上
郷
方
面
担
当
）
が
、

青
森
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

防
火
を
誓
う

防
災
広
場
た
ぷ
こ
ぷ
キ
ッ

ズ
パ
ー
ク	

（
写
真
10
）

　

10
月
15
日
、
三
戸
消
防
署
田

子
分
署
を
会
場
に
、
防
災
広
場

「
た
ぷ
こ
ぷ
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
」

が
開
催
さ
れ
、
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
員
41
人
と
保
護
者
ら
が
参
加

し
て
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、「
僕
た
ち
私

た
ち
は
守
り
ま
す　

火
の
用

を
行
い
ま
し
た
。

防
火
パ
レ
ー
ド
と
街
頭
防

火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン	

（
写
真
11
）

　

10
月
17
日
、
田
子
町
消
防
団

団
員
と
三
戸
消
防
署
田
子
分
署

員
が
、
防
火
パ
レ
ー
ド
と
街
頭

防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま

し
た
。「
火
の
用
心
」
の
の
ぼ

り
を
立
て
た
消
防
車
両
８
台
が

町
内
全
域
を
パ
レ
ー
ド
し
、
ま

た
、
田
子
分
署
前
で
は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
に
手
作
り
の
マ
ス
コ
ッ

ト
や
住
宅
防
火
の
チ
ラ
シ
を
手

渡
し
な
が
ら
、「
秋
の
火
災
予

八
戸
Ｃ
Ａ
冷
蔵
庫
か
ら
の
中
継

送
水
訓
練
な
ど
で
す
。
災
害
時

に
お
け
る
迅
速
・
的
確
な
応
急

対
策
活
動
の
重
要
性
を
確
認
し

ま
し
た
。

多
く
の
選
手
が
熱
戦

山
口
杯
県
南
卓
球
大
会

　

10
月
10
日
、
田
子
町
卓
球
協

防
運
動
で
す
、
火
の
元
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
」
と
防
火
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

消
防
団
防
火
訓
練	

（
写
真
12
）

　

10
月
31
日
、
平
成
22
年
度
田

子
町
消
防
団
防
火
訓
練
が
、
み

ろ
く
苑
敷
地
内
や
周
辺
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
は
、

大
地
震
に
よ
り
、
み
ろ
く
苑
で

建
物
火
災
が
発
生
し
た
と
想
定

し
、
み
ろ
く
苑
職
員
に
よ
る
入

所
者
の
避
難
誘
導
、
田
子
町
消

防
団
の
炊
き
出
し
訓
練
、
消
防

ポ
ン
プ
車
両
８
台
に
よ
る
Ｊ
Ａ

３つの防火の誓いを発表する園児たち

キマッテルでしょ？

中継送水訓練の様子

手作りのマスコットとチラシを手に防火を呼びかける

避難訓練をするみろく苑の職員と入所者の皆さん

●10
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6トピックス

会
が
主
催
す
る
第
23
回
山
口
杯

県
南
卓
球
大
会
が
田
子
町
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
団
体

89
組
、
個
人
４
２
４
人
の
選
手

が
参
加
し
、
団
体
戦
や
個
人
シ

ン
グ
ル
ス
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

新
そ
ば
に
舌
鼓
、
新
田
地

区
で
新
そ
ば
ま
つ
り

	

（
写
真
13
）

　

10
月
17
日
、
新
田
地
区
で
第

11
回
水
車
搗
き
新
そ
ば
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
多

く
の
行
楽
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
は
、
新
田
地
区
39
世
帯

の
住
民
が
手
作
り
で
運
営
し
ま

す
。
メ
イ
ン
は
、
今
年
収
穫
し

学
校
か
ら
大
黒
森
ウ
ッ
ド
ハ
ウ

ス
ま
で
を
往
復
す
る
コ
ー
ス
、約

13
㎞
に
、町
内
外
か
ら
参
加
し
た

た
新
そ
ば
を
江
戸
時
代
か
ら
使

わ
れ
て
い
る
水
車
を
使
い
、「
搗

き
た
て
」「
打
ち
立
て
」「
茹
で

た
て
」
に
こ
だ
わ
っ
た
風
味
豊

か
な
手
作
り
の
そ
ば
７
０
０
食
。

会
場
に
は
地
元
の
農
産
物
や
郷

土
料
理
の
出
店
が
並
び
、
大
盛

況
で
し
た
。

心
地
よ
い
汗
、
に
ん
に
く

ロ
ー
ド
ウ
オ
ー
ク	

（
写
真
14
）

　

10
月
11
日
、
田
子
町
観
光
協

会
が
主
催
す
る
、「
に
ん
に
く

ロ
ー
ド
ウ
オ
ー
ク
田
子
２
０
１

０
」
が
開
催
さ
れ
、
清
水
頭
小

ら
れ
、
ま
た
、
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
文
化

協
会
所
属
団
体
の
展
示
、
高
齢

者
作
品
展
、
み
ろ
く
苑
・
み
ろ

く
の
郷
入
所
者
展
、
児
童
生
徒

美
術
展
、
田
子
高
校
総
合
学
習

展
、
個
人
作
品
展
な
ど
会
場
い

っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ
、
多
く
の

町
民
が
文
化
の
秋
を
楽
し
み
ま

し
た
。

県
民
文
化
祭

プ
ラ
ザ
で
人
形
劇
ま
つ
り

　

第
20
回
青
森
県
民
文
化
祭
が

９
月
５
日
か
ら
11
月
21
日
ま
で

３
歳
か
ら
70
歳
代
の
60
人
が
初

秋
の
里
山
の
景
色
と
大
黒
森
か

ら
の
展
望
を
楽
し
み
ま
し
た
。

田
子
町
文
化
祭	

（
写
真
15
）

　

10
月
30
日
か
ら
11
月
１
日
の

３
日
間
、
第
45
回
田
子
町
文
化

祭
が
、
中
央
公
民
館
と
農
業
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
央

公
民
館
で
は
、
子
ど
も
会
に
よ

る
屋
台
や
上
郷
小
６
年
生
に
よ

る
バ
ザ
ー
、
お
茶
会
、
昔
遊
び

の
コ
ー
ナ
ー
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け

新そばを味わう行楽客でにぎわう

栗やドングリを見つけて喜ぶ子どもたちと一緒に

親子で楽しんだ町文化祭。ボクの作品はどこかな？

●13
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7 トピックス・公民館情報

公
民
館
情
報

■
行
事
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
子
町
中
央
公
民
館
（
☎

20
‐
７
０
７
０
）
ま
た
は
上
郷
公
民
館
（
☎
33
‐
１
８
１
１
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

大
盛
況　

平
成
22
度
田
子
神
楽
後
継
者

養
成
講
座
成
果
前
期
発
表
会

第
37
回
新
春
書
き
初
め
大
会

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
新
鮮
な

気
持
ち
で
書
き
初
め
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。

▽
と
き

　

１
月
11
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▽
と
こ
ろ

　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
集
合
時
間

　

参
加
す
る
方
は
、
午
後
１
時

ま
で
に
会
場
へ
お
集
ま
り
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
書
き
初
め
終
了
後
映

写
会
を
行
い
ま
す
。

田
子
町
文
化
賞
・
ス
ポ
ー

ツ
賞
推
薦
願
書
受
付
中

　

平
成
22
年
田
子
町
文
化
賞
・

ス
ポ
ー
ツ
賞
の
推
薦
願
書
を
受

付
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
賞
は
平
成
22
年
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
実
績

（
過
去
の
実
績
も
含
む
）
に
基

づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
彰
規
程

に
よ
り
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

文
化
賞
の
表
彰
の
種
類
は
文
化

賞
・
文
化
功
労
賞
・
文
化
奨
励

賞
で
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
種
類
は

ス
ポ
ー
ツ
大
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
功

労
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
・
ス

ポ
ー
ツ
賞
で
す
。

　

審
査
会
は
１
月
下
旬
に
行
わ

れ
、
表
彰
式
は
平
成
23
年
２
月

15
日
（
火
）
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
推
薦
書
の
提
出
締
め

切
り
は
平
成
23
年
１
月
17
日

（
月
）
ま
で
で
す
。

　

各
団
体
等
及
び
、
皆
さ
ん
か

ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

の
期
間
、
八
戸
市
と
田
子
町
・

南
部
町
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
10
月
17
日
に
は
、
タ
プ

コ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ
で
「
青
森
県

人
形
劇
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、

県
内
で
活
動
し
て
い
る
人
形
劇

の
劇
団
４
団
体
が
出
演
し
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年

代
が
、
目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら

れ
る
人
形
劇
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
、
平
成
22
年
度
田
子
神
楽
講
座
成

果
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
神
楽
講
座
受
講
生
の
成
果

発
表
会
の
場
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
中
央
公
民
館
テ
ラ
ス
で
午
後
５
時

30
分
か
ら
の
開
始
で
、
神
楽
講
座
受
講
生
幼
児

か
ら
中
学
生
ま
で
49
名
が
参
加
し
、
講
座
で
練

習
し
て
き
た
番
楽
、
笠
舞
、
傘
舞
、
盆
舞
の
４

演
目
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
町
民
の
皆
さ
ん
に
披

露
し
ま
し
た
。

　平成23年１月９日（日）、田子町成人
式が開催されます。
　現在、スタッフ参加募集中です。詳し
くは教育委員会へお問い合わせください。

成人式スタッフとして
　　

　　あなたも参加しませ
んか



8図書館情報

○
賢
者
の
お
く
り
も
の

○
バ
ー
バ
パ
パ
の
ク
リ
ス
マ
ス

○
十
二
支
の
は
じ
ま
り

○
く
ら
し
を
彩
る
リ
ー
ス

○
季
節
を
楽
し
む
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ

○
清
水
信
子
手
づ
く
り
の
お
せ

ち
○
素
敵
に
お
も
て
な
し

○
め
ざ
せ
年
賀
状
の
達
人

年
末
は
１
人
10
冊
ま
で
貸

出
し
ま
す

　

図
書
館
の
年
末
年
始

休
館
日
は
12
月
27
日

（
月
）
か
ら
１
月
４
日

（
火
）
ま
で
の
９
日
間
で

す
。
利
用
者
の
み
な
さ

ま
に
は
大
変
ご
不
便
を

図
書
館
情
報

﹁
ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
﹂
特
集

「
ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月

の
本
」
展
示
と
貸
出

　

子
ど
も
向
け
に
は
ク
リ
ス
マ

ス
絵
本
、
十
二
支
の
お
話
な
ど

楽
し
い
本
を
。
大
人
向
け
に
は

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
リ
ー
ス
作

り
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
や
飾
り
付
け
、季
節
の
料
理
、

年
賀
状
の
本
な
ど
を
揃
え
て
展

示
・
貸
出
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
ピ
ヨ
ピ
ヨ
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ

ス

お
か
け
し
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

そ
こ
で
、
12
月
15
日
（
水
）

か
ら
12
月
26
日
（
日
）
ま
で
は

１
人
10
冊
ま
で
本
を
貸
出
し
ま

す
。
ご
家
族
で
た
く
さ
ん
の
本

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
休
館
中
は
本
を
返
却
す

る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は
な
る
べ
く

ご
利
用
に
な
ら
ず
、
１
月
５
日

（
水
）
以
降
の
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

▼
色
の
濃
い
日
が
休
館
日
で
す
。

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
～
土	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　

日
曜
日	

午
前
10
時
～
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・

第
４
木
曜
日
（
館
内
整
理
日
）

　

田
子
町
立
図
書
館☎

20
‐
７
２
２
１

12
月
の
図
書
館
行
事

▼
12
／
25
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ　

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
作

り▼
12
／
25
（
土
）
〜
１
／
９
（
日
）

読
書
マ
ラ
ソ
ン

※
12
／
11
（
土
）
本
の
読
み
き
か

せ
と
と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ
は
お
休

み
で
す
。

●心理学など
▽ふりまわされない／信田さよ
子／146ノ
▽１日が見えてラクになる！時
間整理術！／池田暁子／159
イ

●大学案内
▽大学の実力2011／377ダ
▽全国大学案内2011年版／
377ゼ

●手芸・料理・片づけ
▽村林和子のニットカフェ／
594ム
▽てんきち母ちゃんのあっとい
う間のおかず／井上かなえ／
596イ
▽炊飯器で絶品レシピ／596ス
▽収納上手にならなくてもいい
片づけのルール／597シ

●時代小説
▽西南の嵐　銀座開化おもかげ
草紙／松井今朝子／913マ
▽通りゃんせ／宇江佐真理／
913ウ
▽居眠り磐音江戸双紙「朧夜ノ
桜」「白桐ノ夢」「紅花ノ邨」
／佐伯泰英／913サ
▽鎌倉河岸捕物控「冬の蜉蝣」
「独り祝言」「隠居宗五郎」／
佐伯泰英／913サ

▽風の陣　裂心篇／高橋克彦／
913タ

●ミステリー
▽セカンド・ラブ／乾くるみ／
913イ
▽アリアドネの弾丸／海堂尊／
913カ
▽特急ひだ３号殺人事件／西村
京太郎／913ニ
▽幻想の夏／西村京太郎／913
ニ
▽往復書簡／湊かなえ／913ミ
●そのほかの小説
▽マリアビートル／伊坂幸太郎
／913イ
▽妻の超然／絲山秋子／913イ
▽なくしたものたちの国／角田
光代／913カ
▽カウントダウン／佐々木譲／
913サ
▽砂の上のあなた／白石一文／
913シ
▽神様のカルテ２／夏川草介／
913ナ
▽二人静／盛田隆二／913モ
▽孤舟／渡辺淳一／913ワ
●エッセイ
▽夢を見るために毎朝僕は目覚
めるのです／村上春樹／910
ム
▽できれば機嫌よく生きたい／
岸本葉子／914キ

12月25日のとしょかんクラブは
クリスマスカードを作ります
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の
取
扱
い
の
変
更
に
つ
い
て
〜

　

こ
の
た
び
、
遺
族
の
方
が
年

金
と
し
て
受
給
す
る
生
命
保
険

金
の
う
ち
、
相
続
税
の
課
税
対

象
と
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、

所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
ら
な

い
と
す
る
最
高
裁
判
所
の
判
決

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
17
年
分

か
ら
平
成
21
年
分
ま
で
の
各
年

分
に
つ
い
て
所
得
税
が
納
め
す

ぎ
と
な
っ
て
い
る
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
還
付
と
な
り
ま
す
。

　

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
必
要
な
お
手
続
き
（
更
正

の
請
求
ま
た
は
確
定
申
告
な

ど
）
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
17
年
分
に
つ
い
て
、
早

い
方
は
平
成
22
年
12
月
末
が
還

付
で
き
る
期
限
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
の
お
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ【w

w
w
.nta.go.jp

】
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
八
戸
税
務

署
（
☎
０
１
７
８
‐
43
‐
０
１

４
１
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

青
森
県
最
低
賃
金
改
正
の

お
知
ら
せ

　

平
成
22
年
10
月
29
日
か
ら
、

　

時
間
額
６
４
５
円

◎
適
用
さ
れ
る
範
囲
等

　
「
青
森
県
最
低
賃
金
」
は
、

産
業
や
職
種
に
か
か
わ
り
な
く

青
森
県
内
の
す
べ
て
の
事
業
所

で
働
く
常
用
・
臨
時
・
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
す
べ
て

の
労
働
者
と
労
働
者
を
一
人
で

も
使
用
し
て
い
る
使
用
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

◎
最
低
賃
金
の
効
力

　

使
用
者
は
、
最
低
賃
金
の
適

用
を
受
け
る
労
働
者
に
対
し
、

最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
低
賃
金
額
に
達
し
な
い
賃
金

額
を
定
め
る
も
の
は
、
そ
の
部

役
場
等
年
末
年
始
休
業
の

お
知
ら
せ

●
12
月
29
日
（
水
）

　

〜
１
月
３
日
（
月
）

田
子
町
役
場
、
町
立
田
子
診

療
所
、
タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ

ザ
、
せ
せ
ら
ぎ
の
郷
、
中
央

公
民
館
、
上
郷
公
民
館
、
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

●
12
月
27
日
（
月
）

　

〜
１
月
４
日
（
火
）

　

町
立
図
書
館

●
１
月
１
日
（
土
）、

　

１
月
２
日
（
日
）

田
子
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
老

人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

●
12
月
31
日
（
金
）

　

〜
１
月
３
日
（
月
）

　

田
子
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
お
早
め
に

　

昨
年
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
世
界
的
に
大
流
行
し
ま

し
た
。
今
年
も
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
も
含
め
て
、
平
年
以

上
の
流
行
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
予
防
接
種

を
し
ま
し
ょ
う
。
今
年
の
ワ
ク

チ
ン
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
と
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
が
一
つ
に
な

っ
た
三
価
ワ
ク
チ
ン
が
主
流
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
お
り
、
全
町
民
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
額
は
、
基
本
的
に
は
１

回
目
の
接
種
費
用
３
６
０
０
円

に
対
し
２
６
０
０
円
で
、
２
回

目
の
場
合
費
用
額
２
５
５
０
円

に
対
し
１
５
５
０
円
と
な
り
ま

す
。

　

町
内
の
医
療
機
関
で
接
種
し

た
場
合
医
療
機
関
へ
の
支
払
い

は
千
円
で
済
み
ま
す
。
助
成
額

分
の
２
６
０
０
円
に
つ
い
て
は

直
接
町
か
ら
医
療
機
関
へ
支
払

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

町
外
の
医
療
機
関
で
接
種
し

た
場
合
の
助
成
額
は
、
償
還
払

い
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
村
に
よ
っ
て
接

種
費
用
額
が
異
な
る
場
合
が
あ

り
、
自
己
負
担
額
が
千
円
を
超

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
せ
せ
ら
ぎ
の
郷

の
福
祉
課
健
康
福
祉
グ
ル
ー
プ

（
☎
20
‐
７
１
０
０
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
相
続
ま
た
は
贈
与
等
に
係
る

生
命
保
険
契
約
や
損
害
保
険
契

約
等
に
基
づ
く
年
金
の
税
務
上

『ほっとスルメール』
配信サービス

12月17日スタート
　防災、防犯などに関する
情報を、皆様の携帯電話や
パソコンにメールでお知ら
せする『ほっとスルメール』
の配信を12月17日から開
始します。
　登録受付開始は12月１
日となります。詳しくはチ
ラシをご覧ください。

【登録用ＱＲコード】

問役場総務課総務グループ
　☎２０－７１１１

お
知
ら
せ
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情
報
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

　
﹁
広
報
た
っ
こ
﹂
で
は
、﹁
私
の
好
き
な
風
景
写
真
﹂﹁
セ
ピ
ア

色
の
風
景
﹂
な
ど
、
み
な
さ
ん
か
ら
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ
内
広
報
係
☎
20
‐
７
２
２
９

　

12
月
18
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
10
分

▼
場
所

　

八
戸
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
２
階

　

翔
鶴
の
間

▼
内
容

①
基
調
講
演　

▽
演
題
﹁（
仮

称
）
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手

発
掘
！
～
あ
な
た
の
ま
ち
の

隠
れ
た
人
材
～
﹂
▽
講
師　

遠
藤
智
栄
氏
（
オ
オ
ス
デ
ザ

イ
ン
ス
タ
ジ
オ
プ
ラ
ン
ナ

ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

②
事
例
発
表　

▽
発
表
団
体　

湊
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会　

素
浪
人
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

▼
申
し
込
み

　

12
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
、

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に

て
、
八
戸
市
市
民
連
携
推
進
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
０
１
７
８
‐
43
‐
９
２
０
７

FAX
０
１
７
８
‐
47
‐
１
４
８
５

Ｅ
メ
ー
ル　

renkei@
city.hac

hinohe.aom
ori.jp

く
み
取
り
を
頼
む
際
の
お

願
い

　

年
末
年
始
は
、
し
尿
の
く
み

取
り
が
混
み
合
い
ま
す
。

　

毎
年
こ
の
時
期
は
、
施
設
の

処
理
能
力
を
上
回
る
量
が
搬
入

さ
れ
る
た
め
、
搬
入
量
を
制
限

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
し
尿
の
く
み
取
り

を
業
者
に
依
頼
す
る
際
は
、
お

早
め
か
遅
ら
せ
る
か
し
て
、
集

中
期
を
避
け
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

許
可
業
者
に
生
し
尿
・
浄
化

槽
汚
泥
以
外
（
浸
透
弁
な
ど
の

雨
水
・
側
溝
の
泥
）
を
く
み
取

ら
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

問
三
戸
地
区
環
境
整
備
事
務
組

合
☎
０
１
７
８
‐
75
‐
１
４
４

９葬
祭
場
増
改
築
工
事
の
お

知
ら
せ

　

三
戸
地
区
環
境
整
備
事
務
組

合
葬
祭
場
増
改
築
工
事
を
次
の

期
間
で
実
施
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

工
事
期
間
中
は
利
用
者
に
ご

不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

▼
工
事
期
間

　

平
成
22
年
11
月
上
旬
か
ら
平

成
23
年
２
月
末
ま
で

問
三
戸
地
区
環
境
整
備
事
務
組

合
☎
０
１
７
８
‐
75
‐
１
４
４

９

分
に
つ
い
て
は
無
効
と
な
り
、

こ
の
最
低
賃
金
額
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

◎
労
働
者
へ
の
周
知
義
務

　

使
用
者
は
、
最
低
賃
金
に
つ

い
て
常
時
作
業
場
の
見
や
す
い

場
所
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
そ
の

他
の
方
法
で
労
働
者
に
周
知
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
除
外
賃
金

　

賞
与
・
期
末
手
当
等
各
種
手

当
、
臨
時
、
時
間
外
・
深
夜
・

休
日
労
働
に
対
す
る
割
増
部
分

の
賃
金
は
、
最
低
賃
金
額
の
算

定
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
研
修

会
参
加
者
募
集

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
理

解
を
深
め
る
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

今
回
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お

け
る
「
人
材
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
、
人
材
の
発
掘
や
活
か
し

方
な
ど
に
つ
い
て
、
講
師
に
よ

る
お
話
や
、
地
元
八
戸
に
お
い

て
多
様
な
人
材
を
巻
き
込
み
活

動
し
て
い
る
団
体
の
事
例
発
表

を
行
い
ま
す
。

　

参
加
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

秋の風物詩、稲架掛
け（はざかけ）のあ
る風景。（10月17日
佐羽内地区）

秋から冬へ。
雪景色と紅葉が一度
に楽しめる大黒森山
頂付近。（11月３日
撮影）

「私の好きな
風景写真」
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■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

寒
い
季
節
に
な
り
、
暖
房
器

具
な
ど
を
使
う
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
使
用
前
に
点
検
を
し

て
、
安
全
に
正
し
く
使
用
し
ま

し
ょ
う
。
暖
房
器
具
の
使
用
に

は
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

◎
暖
房
器
具
取
扱

▽
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
周
り
に
燃

え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
。

▽
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
上
で
洗
濯

物
を
乾
か
さ
な
い
。

▽
燃
料
を
補
給
す
る
と
き
は
、

完
全
に
火
が
消
え
て
か
ら
行

う
。

▽
燃
料
は
、
油
の
種
類
を
確
認

し
て
か
ら
補
給
す
る
。

　

火
災
に
よ
る
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
た
め
、
次
の
対
策

を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

◎
住
宅
防
火
対
策

▽
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

設
置
す
る
。

▽
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

▽
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警

報
器
を
寝
室
等

正
し
い
場
所
に

設
置
す
る
。

▼
三
戸
消
防
署
田
子
分
署

情報スクランブル

　

冬
に
な
る
と
北
方
か
ら
渡
っ
て
く

る
冬
鳥
。
柿
や
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
実
を

群
れ
を
作
っ
て
食
べ
に
や
っ
て
く

る
、
田
子
町
で
も
街
中
や
庭
先
で
普

通
に
見
ら
れ
る
野
鳥
。
ス
ズ
メ
を
少

し
大
き
く
し
た
ぐ
ら
い
の
大
き
さ

で
、
春
先
５
月
頃
ま
で
見
ら
れ
る
。

（
撮
影
地　

田
子
町
石
亀
）

　
〈
日
本
野
鳥
の
会　

会
員
〉

原　

靖
之
（
石
亀
）

田
子
の

　

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ

「
ツ
グ
ミ
」

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
11
日（
土
）〜
12
月
20
日（
月
）

　

こ
の
時
期
、
お
酒
を
飲
む
機

会
も
多
く
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。
警
察
で
は
パ
ト
ロ

ー
ル
や
取
締
り
を
強
化
し
ま

す
。
事
故
の
な
い
明
る
い
新
年

を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

●
年
末
年
始
の
犯
罪
と
事
故
を

防
止
し
よ
う

◇
多
額
の
現
金
を
置
か
な
い

　

戸
締
ま
り
は
確
実
に

◇
ス
ー
パ
ー
等
混
雑
す
る
場
所

で
は
ス
リ
に
注
意

◇
車
に
は
ロ
ッ
ク
、
貴
重
品
は

車
内
に
置
か
な
い

◇
冬
休
み
で
開
放
感
に
浸
り
が

ち
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
に

も
目
配
り
を

　

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
警
察

で
は
特
別
警
戒
に
入
り
ま
す
。

〜
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

安
心
の
街
〜

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

村
少
し
軽
く
な
り
た
る
刈
田
風 

簗
田
翠
芳
（
孝
芳
）

一
山
を
わ
が
も
の
顔
に
葛
茂
る 

原　

瓢
子
（
徳
造
）

浜
菊
や
社
に
残
る
鯨
石 

森
き
よ
し
（
清
）

西
瓜
切
る
仏
の
分
も
数
に
入
れ 

田
畑
幸
栄

和
解
し
て
み
れ
ば
ど
ち
ら
も
枯
蟷
螂 

堀　

つ
や

こ
の
土
地
に
命
長
ら
へ
薯
を
掘
る 

山
本
一
枝
子

と
し
よ
り
に
お
ん
ぶ
ば
っ
た
の
仲
間
欲
し 

柳　

青
郷
（
政
司
）

分
校
の
跡
地
花
野
に
続
き
け
り 

原　

秋
月
（
菊
次
郎
）

爽
や
か
に
女
医
は
真
顔
で
良
し
と
い
ふ 

中
村
麿
也
（
忠
充
）

二
つ
三
つ
草
に
さ
し
た
る
初
茸 

佐
藤
せ
い
じ
（
清
治
）

大
学
へ
つ
づ
く
坂
道
一
位
の
実 

佐
藤
桂
水
（
善
太
郎
）

み
ろ
く
吟
社
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

タプコピアン文芸
みろく吟社俳句会（会長　簗田孝芳）

俳
句
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●
田
子
中
学
校
文
化
祭

　

10
月
24
日
に
、
田
子
中
学
校

で
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
祭
テ
ー
マ
は
、「
Ｔ
Ｋ

Ｆ
（T

aK
koFestival

）
花
さ

か
せ
て
ヤ
ン
よ
」
で
し
た
。
こ

の
テ
ー
マ
に
は
、「
田
子
中
学

校
の
日
頃
の
取
り
組
み
を
、
文

化
祭
で
開
花
さ
せ
よ
う
」
と
い

う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、

生
徒
会
執
行
部
を
中
心
に
、
一

人
一
役
で
係
活
動
に
当
た
っ
て

き
ま
し
た
。

　

当
日
、
校
内
は
華
や
か
に
装

飾
が
施
さ
れ
、
展
示
会
場
と
な

っ
た
各
教
室
に
は
、
生
徒
の
美

術
作
品
、
書
道
作
品
、
技
術
家

庭
科
の
作
品
、
そ
し
て
各
学
年

の
行
事
写
真
等
が
飾
ら
れ
ま
し

た
。
体
育
館
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
生
徒

発
表
、
全
学
年
女
子
に
よ
る
踊

り
、
神
楽
、
朗
読
劇
、
吹
奏
楽

の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
玄
関
先
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総

務
委
員
会
を
中
心
と
し
た
保
護

者
に
よ
る
出
店
が
に
ぎ
わ
い
を

み
せ
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
て
、
多
く

の
町
民
の
皆
様
に
も
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
校
の
話
題
　 

田
子
中
学
校

誕生

●大久保愛
まなみ

海（重仁・真由美）／袖平

●和田樹
みきや

夜（雅寿・文子）／矢田郎

●佐藤優
ゆうと

斗（弘行・幸子）／上野

●岩間陸
りくと

斗（豊・麻里子）／矢田郎
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●久保佑輔（夏坂）
　原田成子（七日市）

お悔やみ
●田中達也（82歳）杉本
●遠藤孝實（88歳）野月
●古田オヱ（89歳）北側
●米田やし（88歳）舞手
●野方さき（85歳）袖平
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
22
年
10
月
31
日
現
在

世帯数／2273（＋１）
人口／6708（＋３）
男／3234（＋３）
女／3474（±０）

（　）内は前月比です

12月の主な保健・介護予防事業予定表

広報たっこ2010年12月号（平成22年11月24日発行）通算第613号 ◆発行＝田子町◆編集＝タプコピアンプラザ　青森県三戸郡田子町大字田
子字天神堂向22-9 ／電話 (0179)20-7229 ／ FAX(0179)20-7225［制作印刷］有限会社 赤坂コピーライツジム八戸本社＝青森県八戸市大字妙字大開98-5 
TEL ＆ FAX (0178)25-6666 田子支社＝青森県三戸郡田子町大字田子字天神堂向136 TEL ＆ FAX (0179)32-4531

●平成22年県内の交通事故概況

飲酒運転による死者

高齢者の死者（65歳以上の人）

自動車乗車中の死者

非着用死者

着用していれば助かった
と思われる人

２人
（−２）
39人
（＋19）
18人
（−３）
９人
（±０）
３人
（−１）

死
者
の
状
態

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

※（　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。

青森県交通対策協議会　平成22年10月31日現在

	 10月中	 10月末累計

	 503件	 4699件
	 （−49）	 （−212）

	 10人	 55人
	 （＋１）	 （＋11）

	 597人	 5780人
	 （−84）	 （−355）

発
生

死
者

傷
者

●12月1日（水）
　複合健診（せせらぎの郷）午前6:30〜8:30
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:30
●12月2日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●12月3日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●12月6日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●12月8日（水）
　こども健診（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
●12月10日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●12月13日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●12月14日（火）
　結果説明会
　（石亀研修センター）午前10:00〜11:30
　（都市農村交流センター）午後1:00〜3:00
●12月15日（水）
　乳児健診（せせらぎの郷）午前10:00〜11:30

●12月16日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
　結果説明会
　（上郷公民館）午前10:00〜11:30
●12月17日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●12月20日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●12月21日（火）
　結果説明会（せせらぎの郷）
　午前10:00〜11:30、午後1:00〜3:30
●12月22日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:30
●12月24日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●12月27日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00

健康・介護に関するご相談は
せせらぎの郷へ ☎20-7100


